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 １１月はロータリー財団月間です。 
本日は曽根眞人ロータリー財団地区委員をお招き

しての藤枝南クラブとの合同例会です。 
 「ロータリーの友」１１月号に、カルロ・ラビ

ッツアロータリー財団管理委員長のインタビュー

が掲載されております。この中でロータリー１０

０周年の年度中の財団最優先事項として、 
 第一に、約２０億人の子ども達にワクチンを投

与してきたポリオ・プラス・プログラムの継続。

第二は毎年すべてのロータリアンが、年次プログ

ラム基金に１００ドル以上の寄付をするいわゆる

「Ｅｖｅｒｙ Ｒｏｔａｒｉａｎ，Ｅｖｅｒｙ 

Ｙｅａｒ」を推進していくことであると言われて

おります。 
 皆様はお金を出すことに抵抗を感じる時があり

ませんか。その金が何に使われたか判らない時又

は、使われた結果がどうなったか知らされない時

に、その寄付行為にいささかの抵抗を感じるよう

です。あたかも税金の行方のように！！無駄はな

かったかどうかと。 
 １００ドルの寄付でどのようなことが可能かと

言うと、インドの１５０人以上の子ども達にポリ

オワクチンを投与することができるそうです。で

は１日５０円のきょ出ではどうか。１日５０円の

キャンペーンをしている団体があります。私共の

関係する医療援助団体「国境なき医師団（ＭＳＦ）」

です。１９９９年にノーベル平和賞を受賞しまし

た。独立、中立、公平を守りながら医療援助を第 

 
一に活動を続けている国際組織です。１９７１

年にフランスで設立され、年間３，０００人のボ

ランティアが約８０ヶ国で援助活動を行っていま

す。 
 １日５０円は黄熱病の予防ワクチン２本分また

は、医学的に調整された高カロリー栄養食の２食

分に相当します。 
 ところで多くのロータリアンは、自分の寄付が

素晴らしい成果を挙げているのを、自分の目で確

かめる機会はなかなかありません。 
 「ロータリーの友」１１月号の「失われた命、

救われた命―タイ」の中に、我が２６２０地区静

岡第２分区長泉ＲＣ会長の加藤精一氏（職業分類

語学学校）がチェンマイのニューライフセンター

を訪れ、ご自身の目で確かめられたと伝えており

ます。（以下概略を記載） 
 タイ北部の最大都市チェンマイ、この街の南東

に広がるチェンマイランドは真夜中近くに目覚め

ようとしている。タイの多くの女性にとって、性

を取引する仕事は、職業選択の一つとなっている。

家族を養い、学費をまかない、小さな商売を始め

る資金を貯めるための手段である。 
 タイ北部地方の山岳民族（少数民族）の出身者

は、何百年もの間、自給自足の農業を営み、貨幣

経済とは無縁な生活をしてきた。しかし時代の流

れと共に、伝統的な生活とかけ離れた事柄が増え

てきたのである。多くの人は自分達の民族言語し

か話せず、従って教育を受けたり、職を得る可能

性が閉ざされていた。タイ国籍取得のために必要
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■ 出 席 報 告         松葉 隆夫君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

31／41 75.61％ 29／41 70.73％ 

(１)欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ） 
○飯塚君 ○後藤君 ○鈴木晶君 ○増田君 

○渡辺君 浅川君 板倉君 鈴木舜君 仲田晃君 

望月志君 
(２)メーキャップ者 
水野 義猛君（藤枝南） 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ                    
• ようこそいらっしゃいました。本日は宜しくお願

い致します。   ロータリー財団 村松委員長 
• １１月２６日、女房の誕生日です。 村松 英昭君 

   スマイル累計額 ４７７，３００円 
 

■ロータリー財団委員会         

 

1600-2 

な複雑な役所の手続きもできない。タイ国籍のＩ

Ｄカードが無いと旅行も制限され、教育や雇用の

機会は更に難しくなる。市民権がないことが人身

売買そして売春へ、また奴隷同様の家政婦や工場

労働者を生むことになった。 
 ニューライフセンターはチェンマイに本部を置

き、性を取引する仕事に関する問題にかかわって

きた非政府組織です。１７年間活動してきていま

す。このニューライフセンターにロータリーから

最初の援助があったのは１９９９年、第２６２０

地区の識字率向上および手工芸プログラムでの４，

０００ドルでした。翌年に長泉ＲＣの加藤精一氏

が地区国際奉仕委員会委員になった時、このプロ

ジェクトの拡大を図るため、ロータリー財団にマ

ッチンググラントの申請をしました。加藤氏がチ

ェンマイＲＣに補助金の共同スポンサーの提案を

し、チェンマイＲＣはためらうことなく引き受け

たのです。 
 ２００１年ロータリー財団は２万１０００ドル

の寄付の半額をニューライフセンターの補助金と

して拠出することを承認し、２００４年７月、加

藤氏がセンターを訪問したのです。その目で確か

めるつもりで。「その成果は私が期待していた以上

のものでした」と語っています。（尚、詳細はロー

タリーの友、１１月号をご覧下さい） 
 本日、私共のクラブは１６００回目の記念すべ

き例会を迎えております。そして会員の宮崎啓之

進先生には、１６００回皆出席の快挙を成遂げら

れました。まことにおめでとうございます。先生

にはこれからも健康に留意され、クラブの発展の

ためにお力を添えていただければと願っておりま

す。 

◎１６００回例会皆出席表彰             

   

地区委員 曽根 眞人様 

１１月はロータリ

ー財団月間です。この

月間にロータリー財

団の活動と、それを支

える寄付についてお

話しさせて頂く機会

を与えていただき感謝申し上げます。 

ロータリー財団（以降Ｒ財団）はご承知の通り、

ＲＩ発足後２０年以上後に組織され、現在ではＲ

Ｉとは別組織として米国イリノイ州で非営利財団

法人化されています。しかし、その目的・使命は

両者共に一体のものです。 

Ｒ財団は教育的プログラム、人道的プログラム

そしてポリオプラス・プログラムの３種類の活動

を行っています。 

教育的Ｐの主なものは、国際親善奨学金と研究

グループ交換（ＧＳＥ）で、人道的Ｐは地区補助

金やマッチング・グラント等があります。 

藤枝ＲＣのＲ財団活動への参画を調べてみます

と、これまでに７人の国際親善奨学生を送り出し
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ています。皆さんご存知でしたでしょうか。奨学

生一人を１年間留学させるためには、＄２５，０

００がＲ財団から支払われます。ですから、これ

までに＄１７５，０００を財団活動として有効に

ご利用いただいているわけです。 

これらの資金はすべて皆様の寄付で賄われてい

ます。細かな説明になりますが、毎年皆様お一人

に＄１２０の寄付をお願いしていますが、これは

年次寄付と言われ、３年間は使われずに資金運用

され、その運用収益で、活動のために費用が賄わ

れます。 

３年後、年次寄付は４０％が国際財団活動資金

（ＷＦ）として、６０％が地区財団活動資金（Ｄ

ＤＦ）として配分され、このＤＤＦで国際親善奨

学金が支払われています。つまり、＄１７５，０

００のＤＤＦを確保するには＄２９１，６６６の

年次寄付が必要になるわけです。 

では次に、その活動を支える寄付について見て

みましょう。昨年度の年次寄付はクラブ全体で

＄５，２９８ありました。これはお一人当たり＄１

２６．１４で地区目標をクリアーされています。

クラブ創立からの累計は＄１９５，０７０になっ

ています。単純に収支から言えば、活動先行型に

なっています。尤も、地区全体をプールして考え

れば良い事で、活発な財団資金活用は決して悪い

ことではありません。 

しかし、Ｒ財団活動への参画と、これを支える

寄付への協力は車の両輪に例えられるように、両

者がバランスよく回転してこそ、Ｒ財団は順調に

前進します。更なるご協力を期待致しております。 

Ｒ財団の資金はこれまでは国際的なプロジェク

トにしか使えませんでしたが、Ｒ財団の使命が変

更になり、地域的なプロジェクトにも活用が認め

られるようになり、昨年度から「地区補助金」が

スタートしました。利用が額には限度があり、当

地区は３万ドルをこれに確保してあります。 

地区補助金は皆様の身近な活動へ資金が提供さ

れますので、大いにご活用ください。本年度も１

８件のプロジェクトに４０万円を限度に補助をし

ています。いくつかの条件がありますが、大変利

用しやすい制度です。 

Ｒ財団への寄付の増進に関してポールハリス・

フェローやベネファクターなどの制度があります。

これらをうまく利用し、一つの励みとして楽しみ

ながら寄付の積み上げをされますことをお勧めい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／池ノ谷) 


